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委員長 事務局長 

分類 保存期間 文書番号   

１種 永年 ４２ 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 記 録 

日 

時 
令和８年６月２２日（月） 

開会 

閉会 

午前 ９時５６分 

午前１１時２１分 

会 

場 

総合保健福祉 

センター２階 

会議室１ 

出 

席 

者 

 委 員 長 吉野 寛招    副委員長 森田 收三 

 委  員 西村 泰一    委  員 宮田 志野 

 委  員 森光 一晴    委  員 髙橋 立一 

 委  員 髙橋 祐平 

市 

側 

出 

席 

者 

 副 市 長（ 梅原健一郎 ）  農林水産課長 （ 嶋﨑 貴寿 ） 

 建 設 課 長（ 中川 雄大 ）  港湾政策推進監（ 壹反田正好 ） 

 住宅・建築課長（ 山岡 伸也 ）  上下水道課長 （ 大野  明 ） 

 福祉事務所長 （ 森光 澄夫 ）  長寿介護課長 （ 大﨑 弘美 ） 

 健康推進課長 （ 國廣 哲也 ）  環境未来課長 （ 宮本 良二 ） 

 市 民 課 長（ 市川ゆかり ）  総 務 課 長（ 松浦 すが ） 

 

【事務局】局長：久万 敏幸 事務局員 福本 恵美 

欠 

席 

者 

 なし 

記 

録 

者 

福本 恵美 

議    題 

（１）市議案について 

 市議案第４５号 専決処分の承認について         原案承認 

 市議案第４７号 須崎市印鑑条例の一部を改正する条例について 

                             原案可決 

 市議案第５０号 専決処分の承認について≪分割≫     原案承認 

 市議案第５２号 専決処分の承認について         原案承認 

 市議案第５３号 専決処分の承認について         原案承認 

 市議案第５４号 令和８年度須崎市一般会計補正予算（第１号）について 

≪分割≫                原案可決 

市議案第５５号 令和８年度須崎市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

について                原案可決 

市議案第５６号 令和８年度須崎市水道会計補正予算（第１号）について 

                原案可決 
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市議案第５７号 高幡障害者支援施設組合規約の変更について 

                             原案可決 

 市議案第６２号 字の区域の変更について         原案可決 

  

（２）その他 
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産業厚生委員会記録《令和８年６月２２日》 

 

○午前 ９時５６分 開会 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○吉野委員長＝皆さん、おはようございます。 

 ただいまより産業厚生委員会を開議いたします。 

 なお、議事に入る前に、議事の進行にあたりましては、挙手により委員長の許可

を得てから発言を行うようお願いいたします。 

 また、円滑な会議進行のため、議案に関係のない質問は控えるようにお願いいた

します。反対の意見があるときは、必ず反対の意思表明と理由を述べるようにお願

いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 今議会、産業厚生委員会に付託されました議案の審査を行います。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

市議案第４５号 専決処分の承認について 

〇吉野委員長＝まず、市議案第４５号専決処分の承認についてを議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

市民課長。 

〇市川市民課長＝おはようございます。 

  市民課から市議案第４５号専決処分の承認についてにつきまして御説明いたしま

す。 

議案書１４ページから１６ページでございます。本議案は、地方税法等の一部を

改正する法律（令和８年法律第２号）並びに地方税法施行令等の一部を改正する政

令（令和８年政令第８３号）等が令和８年３月３１日に公布、翌４月１日に施行と

なったことに伴い、令和８年３月定例会において議決をいただきました須崎市国民

健康保険税条例の一部を改正する条例（令和８年須崎市条例第９号）の一部を改正

することについて、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいたし

ましたので、同条第３項の規定により御報告を申し上げるとともに、承認をお願い

するものでございます。 

主な改正内容としましては、３月定例会で議決をいただきました、国民健康保険

税の一部改正の内容に対しまして、国民健康保険税の課税限度額を引き上げるとと

もに、低所得者に対する国民健康保険税の軽減措置につきまして、被保険者均等割

額及び世帯別平等割額を軽減する所得判定基準を引き上げる内容を追加するものと
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なっております。 

議案書１６ページを御覧ください。第２条第３項を改め、同条に１項を加える改

正規定に関する改正につきましては、国民健康保険税の基礎課税額に係る賦課限度

額を「６６万円」から「６７万円」に改めるとともに、新設となった子ども・子育

て支援金に係る賦課限度額を３万円と定める改正内容となっております。 

第２１条第１項を改め、同項第１号に次のように加える改正規定に関する改正に

つきましても、先ほどと同様に、国民健康保険税の基礎課税額に係る賦課限度額を

「６６万円」から「６７万円」に改めるとともに、新設となった子ども・子育て支

援金に係る賦課限度額を３万円に定めるとともに、所要の用語の修正を行う改正内

容となっております。 

第２１条第１項第２号並びに第３号に次のように加える改正規定に関する改正

につきましては、低所得者に対して被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減す

る所得判定基準につきまして、５割軽減の基準につきましては、被保険者数に乗ず

る金額を「３０万５，０００円」から「３１万円」に、２割軽減の基準につきまし

ては、被保険者数に乗ずる金額を「５６万円」から「５７万円」に改めるとともに、

所要の用語の修正を行う改正内容となっております。 

第２１条第３項各号列記以外の部分を改め、同項に３号を加える改正規定並びに

第２１条に１項を加える改正規定に関する改正につきましては、国民健康保険税条

例の中で引用する国の施行規則の条ずれや所要の用語の修正を加える改正内容とな

っております。 

また、附則といたしまして、このたびの改正条例の施行期日を公布の日と定める

ことによって、３月定例会で議決をいただきました、国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の施行期日である令和８年４月１日から改正となるものであります。

以上よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

宮田さん。 

〇宮田委員＝質問いたします。 

課税限度額の引上げによって、高所得世帯で年間どのぐらいの引上げになるので

しょうか、お伺いいたします。 

〇吉野委員長＝市民課長。 

〇市川市民課長＝お答えいたします。 

先ほど述べましたように、軽減判定基準額の額では、５割軽減の方が３０万５,

０００円から３１万円、２割軽減の方が５６万円から５７万円となります。 

また、税率ですが、医療分としましては、限度額が６６万円から６７万円、新設

としまして、子ども・子育て支援金分が３万円というふうになっております。 
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〇吉野委員長＝宮田さん。 

〇宮田委員＝年間で増える金額が、負担が一世帯当たりどのぐらいになるかというこ

とを教えていただきたかったのですが、例えばのケースで構いませんので。 

〇吉野委員長＝市民課長。 

〇市川市民課長＝世帯数でよろしいでしょうか。金額…。 

〇宮田委員＝世帯数で。 

〇市川市民課長＝世帯数でお答えさせていただきます。６６万円の限度額を６７万円

にすることによって、世帯数では変動がございません。今のところ確認した中では、

世帯が前回から２世帯ほど減るような形になっております。 

子ども・子育て支援金を課税した場合の世帯数で限度額を超過する方が６６世帯

というふうに今確認をしております。 

〇吉野委員長＝宮田さん。 

〇宮田委員＝そういう世帯があるということで、負担が増える世帯もあるということ

の認識でよろしいでしょうか。 

〇吉野委員長＝市民課長。 

〇市川市民課長＝幾らかの負担がかかるかとは思いますが、世帯数に関しては先ほど

お答えしたような状態になるかと思います。 

〇吉野委員長＝宮田さん。 

〇宮田委員＝国保がずっと値上がりをしていて、本当に高いと言われています。負担

が重くなってますので、これ以上の負担を増やすべきではないと私は考えます。令

和７年度の国保の会計も７，５００万円の黒字となっておりまして、基金も積み上

がっています。さらなるこの負担増をするべきではないと考えまして、この条例に

は反対させていただきます。 

〇吉野委員長＝ほかにございませんか。 

   〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝なければ、採決いたします。 

御異議がありますので、挙手により採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

〇吉野委員長＝挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり承認すべきものと

決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

市議案第４７号 須崎市印鑑条例の一部を改正する条例について 
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〇吉野委員長＝続きまして、市議案第４７号須崎市印鑑条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

市民課長。 

〇市川市民課長＝続きまして、市議案第４７号須崎市印鑑条例の一部を改正する条例

についてにつきまして御説明いたします。 

議案書２３ページから２４ページでございます。本条例では個人番号カードを用

いて印鑑登録証明書を取得できることを規定していますが、出入国管理及び難民認

定法等の一部を改正する法律（令和６年法律第５９号）の施行により、在留カード、

特別永住者証明書に個人番号カードの機能を付加した特定在留カード、特定特別永

住者証明書でも印鑑登録証明書を取得することが可能となるため、条例について所

要の改正を行うものでございます。 

２４ページを御覧ください。本条例第１５条、多機能端末機による登録証明書の

交付につきまして、個人番号カードの機能が付加された特定在留カード等でも、印

鑑登録証明書が取得することができることを規定いたします。 

なお、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行することといたしてお

ります。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

   〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○吉野委員長＝ありませんか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

市議案第５０号 専決処分の承認について《分割》 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第５０号専決処分の承認についてのうち、当委員

会付託分を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 
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総務課長。 

〇松浦総務課長＝おはようございます。 

市議案第５０号専決処分の承認についてにつきまして御説明いたします。 

本議案は、令和７年度須崎市一般会計補正予算（第１２号）につきまして、地方

自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をいたしましたので、同条第３

項の規定により御報告を申し上げますとともに、承認をお願いするものでございま

す。 

別冊補正予算書の１ページをお願いいたします。今回の補正につきましては、歳

入歳出それぞれ１１億５，２９５万２,０００円を減額いたしまして、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２６４億１，８３２万６，０００円とするものでござい

ます。 

それでは、各課から御説明いたします。 

〇吉野委員長＝市民課長。 

〇市川市民課長＝それでは、市民課から、市議案第５０号令和７年度須崎市一般会計

補正予算（第１２号）のうち、市民課所管分につきまして御説明いたします。 

別冊の令和７年度須崎市補正予算書の２１ページを御覧ください。第２款総務費

第３項戸籍住民基本台帳費第１目戸籍住民基本台帳費の使用料及び賃借料２３０万

円の減額につきましては、戸籍管理システム利用料の減額となっております。 

次に２３ページを御覧ください。第３款民生費第１項社会福祉費第５目老人福祉

費の項目の下から２番目、後期高齢者医療事業費の更正減２００万円につきまして

は、後期高齢者医療広域連合における共通経費等の確定に伴いまして、高知県後期

高齢者医療広域連合市町村負担金の額が確定したことによる更正減となっておりま

す。 

以上よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝福祉事務所長。 

〇森光福祉事務所長＝おはようございます。 

続きまして、福祉事務所所管分につきまして御説明いたします。 

別冊補正予算書２２ページを御覧ください。第３款民生費第１項社会福祉費第１

目社会福祉総務費１９０万円の減額補正につきましては、あったかふれあいセンタ

ー事業費の更正減で、事業実績に伴う決算見込みによるものでございます。利用者

数につきましては、全体の利用者実人数が３１人増の７９５人となっております。 

次に、第２目障害者福祉費２０４万円の減額補正につきましては、心身障害者扶

養共済補助金の減額によりまして、障害者福祉費３４万円の更正減、福祉タクシー

事業費１７０万円の更正減でございます。 

なお、福祉タクシー事業の申請者数は、タクシーチケット１７１人、給油券１６

３人、合計３３４人でございます。昨年よりタクシーチケットにつきましては５名
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の増加、給油券につきましては１０名の減少でございまして、合計では５名の減少

になっております。 

次に、第３目障害者自立支援給付費１，２９５万円の減額補正につきましては、

障害福祉サービス給付費６６０万円の更正減、障害者自立支援医療給付費１４０万

円の更正減。障害児給付費３１０万円の更正減など、各種給付費の事業実績に伴う

更正減でございます。 

次に、第４目障害者地域生活支援事業費１２５万円の減額補正につきましても、

事業実績に伴うものでございまして、移動支援事業費等の更正減でございます。 

続きまして２４ページを御覧ください。第３項生活保護費第１目生活保護総務費

１５５万円の減額補正、第２目扶助費６，９００万円の減額補正につきましては、

決算見込みに伴い減額するもので、生活保護総務費は生活困窮者自立相談支援事業

費、生活困窮者家計改善支援事業費にかかる委託料等の更正減でございます。 

なお、停止中の世帯も含めた令和８年３月中に保護を受けた世帯数は３８８世帯、

人数は４６５人、保護率は２５．３‰となっておりまして、前年と比較いたします

と、世帯数は１５世帯、人数は１８人減少しておりまして、保護率につきましても

０．３‰低下をしております。 

次に、第４項災害救助費第１目災害救助費１８０万円の減額補正につきましては、

災害援護資金貸付金の更正減でございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝長寿介護課長。 

〇大﨑長寿介護課長＝続きまして、長寿介護課所管分につきまして御説明させていた

だきます。 

別冊補正予算書２２、２３ページでございます。第３款民生費第１項社会福祉費

第５目老人福祉費２，７０３万２，０００円の減額につきまして、説明欄を御覧く

ださい。老人福祉費１，７１０万円の減額更正につきまして、主なものとして、特

別養護老人ホーム葉山荘の負担金１，６３０万円の減額がございます。これは、職

員の休職に伴う支出の減少、入居者数の増加による収入の増加、さらには入居者数

に応じた経費按分の結果などを反映し、決算見込みに基づき減額を行うものでござ

います。 

次に、高齢者等福祉タクシー事業費２７０万円の減額、住宅改造支援事業費１９

３万２，０００円の減額、老人施設入所措置費（養護分）２３０万円の減額、高齢

者おでかけ応援事業費１００万円の減額につきましては、それぞれ各事業の決算見

込みに基づく減額更正でございます。 

次に、第８目介護保険推進事業費９２４万２，０００円の減額につきましては、

各事業の決算見込みに基づく減額更正でございます。このうち主なものといたしま

して、説明欄の２段目の介護基盤整備等事業費８００万９，０００円の減額でござ
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います。これは、小規模多機能型居宅介護事業所整備事業につきまして、決算見込

みを踏まえた減額更正を行うものでございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝健康推進課長。 

〇國廣健康推進課長＝続きまして、健康推進課分について御説明いたします。 

まず、別冊補正予算書１９ページを御覧ください。第２款総務費第１項総務管理

費第６目企画費のうち健康推進課分を説明します。説明欄の地域おこし協力隊費更

正減２，６０２万９，０００円のうち、モバイル診療車両に看護師として搭乗する

地域おこし協力隊員の雇用に係る経費について、健康推進課分は１３０万円の減額

となっております。 

続きまして、２４ページ、２５ページをお願いします。第４款衛生費第１項保健

衛生費第１目保健衛生総務費は、それぞれ実績に基づく更正減となっています。説

明欄の主な事業について説明いたします。まず、母子保健事業費１，１２０万円の

更正減につきましては、主な要因として、出生数の減少により、妊産婦健診や乳児

健診の対象者が見込みを下回ったことによる委託料の減額、並びに同様に対象者が

見込みを下回ったことによる健診に係る交通費補助金などの減額でございます。 

１行を飛ばしまして、子育て世代包括支援センター事業費２３３万３，０００円

の更正減につきましては、宿泊型産後ケア事業や産前産後ヘルパー事業の利用実績

に合わせた委託料の減額でございます。 

続いて２行飛ばしまして、乳児用おむつ購入助成事業費１７８万４，０００円の

更正減につきましては、当初、１００件分を見込んでおりましたが、出生数の減少

により交付件数が５０件にとどまったことから、助成費を減額するものでございま

す。 

次に、第２目予防費でございます。予防費の１，３８０万円の更正減は、各種予

防接種委託料の実績に基づく減額でございます。減額の要因につきましては、全体

的に定期予防接種が低調であったことに加え、出生数が当初見込みを下回ったこと

により、乳幼児を対象とした各種予防接種件数が減少したことも一因でございます。 

次に、第４目医療対策費、モバイルクリニック推進事業費２１４万円の更正減に

つきましては、当初予算編成時の見積額から契約時において事業内容を見直したこ

とによる減額でございます。 

最後に、第５目健康増進事業費６００万円の更正減につきましては、総合保健福

祉センターや医療機関で実施する各種がん検診委託の実績が、当初の見込みを下回

ったことによる減額となっております。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝環境未来課長。 

〇宮本環境未来課長＝市議案第５０号、令和７年度須崎市一般会計補正予算（第１２
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号）について、環境未来課所管分について御説明申し上げます。 

別冊補正予算書の２５ページをお願いいたします。歳出では第４款衛生費第１項

保健衛生費第３目環境衛生費、３億２，６６６万２，０００円の減額補正につきま

しては、まず説明欄の１段目、クリーンエネルギーのまちづくり事業費につきまし

ては、太陽光発電システム設置費補助金についての更正減が５７万４，０００円で

あり、令和７年度の補助実績につきましては、太陽光パネル、蓄電池、その両方の

全てを合計して、昨年度補助実績と同数の２１件でございました。 

次に、２段目の二酸化炭素排出抑制対策事業費につきましては、省エネルギー機

器導入事業費補助金についての更正減が１０２万４，０００円であり、これは事業

者に対する省エネ機器の買替えに対する補助で、令和７年度の補助実績は７件でご

ざいました。 

３段目の脱炭素先行地域づくり事業費の３億３，９５０万円の減額補正につきま

しては、脱炭素先行地域づくり事業に係る高知ニューエナジーに対する補助につき

まして、令和７年度事業のうち、年度内に実施できなかった事業分について、事業

計画の変更などを行ったことによる更正減でございます。 

４段目の水域環境創造プロジェクト事業費につきましては、すさきがすきさ応援

寄附金を活用し、新荘川流域及び浦ノ内地区において生活排水の水質浄化を目指し、

合併浄化槽への転換に対して補助を行っているもので、更正減１２０万円で、令和

７年度の実績は６件となっております。 

５段目の須崎斎場運営一部事務組合負担金基金積立金１，５６３万６，０００円

につきましては、本年４月から須崎斎場の管理運営を、それまでの高幡広域市町村

圏事務組合から、新しく立ち上げた本市、津野町、土佐市による須崎斎場運営一部

事務組合に引き継いだ際に、高幡広域市町村圏事務組合において、これまでの委託

料を超えた斎場利用料の差額について、今後の修繕費用等に備え、基金として積み

立てていたものについて、斎場業務の移管とともに、本市、津野町にそれぞれ負担

割合に応じて返金となったもので、本市分といたしまして１，５６３万６，０００

円が返金となったことから、同額について基金として新たに積み立てることとした

ものでございます。 

次に２６ページをお願いいたします。第２項清掃費第２目塵芥処理費更正減２１

０万円につきましては、指定ごみ袋売りさばき委託料の減額更正でございます。 

次に、補正予算書の６ページをお願いします。第２表、繰越明許費補正でござい

ます。第４款衛生費第２項清掃費クリーンセンター横浪施設整備事業費８２０万円

につきましては、クリーンセンターのリサイクルプラザ及び浸出水処理施設におけ

る機器の更新工事や改修工事などについて、本年度中での事業の実施ができなかっ

たことから、翌年度に繰り越す必要が生じましたことから、追加をお願いするもの

でございます。 
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以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝それでは、令和８年３月補正のうち農林水産課分について御説

明いたします。 

別冊補正予算書の２６ページでございます。第６款農林水産業費第１項農業費第

３目農業振興費は１７６万円の減額でございますが、説明欄にありますとおり、競

争力強化生産総合対策事業費を含む３事業につきまして、いずれも決算見込みに伴

う減額更正でございます。 

次に、第４目農地費は１，７２０万円の減額でございますが、その内訳といたし

まして、農業水利防災対策事業費は決算見込みに伴う７０万円減額更正であり、県

工事負担金（水利施設整備事業）１，６５０万円の減額は、国の補助金の交付額が

申請額と比べて少なかったことに伴う事業の縮小によるものでございます。 

次に、第５目排水機維持費は２２０万円の減額でございますが、こちらは市内７

か所の排水機維持費の決算見込みに伴う減額更正でございます。 

続いて第２項林業費でございますが、２７ページに移りまして、第１目林業総務

費は３００万円の減額でございますが、森林環境整備事業費の決算見込みに伴う減

額更正でございます。 

次に、第２目林業振興費は２，１７８万円の減額でございますが、その内訳とい

たしまして、説明欄にありますとおり、森林整備地域活動支援推進事業費４８０万

円の減、高性能林業機械導入事業費を４８万円の減、１つ飛びまして、危険木伐採

事業費２００万円の減につきましては、いずれも決算見込みに伴う減額更正でござ

いまして、林地崩壊防止事業費１，４５０万円の減額の主な理由につきましては、

県道の治山事業による流末排水路の改良工事を、当初は浦ノ内の須ノ浦と今川内の

２か所で予定をしておりましたが、県からの要請に伴い須ノ浦での事業を見送った

ことから減額となったものでございます。 

続いて、第３項水産業費です。第２目水産業振興費１１２万円の減額につきまし

ては、新規漁業就業者支援事業費の決算見込みに伴う減額更正でございます。 

次に第３目漁港管理費は５，６００万円の減額でございますが、安和漁港海岸高

潮対策事業費につきましては、国、県の補助金の交付決定額が申請額より減額とな

ったため、その減額された補助金額に見合った工事を実施したことによる減額更正

でございます。 

次に３２ページをお開きください。第１１款災害復旧費第１項農林水産施設災害

復旧費でございますが、第１目現年発生補助災害復旧費２，８６０万円の減額と、

その下の第２目現年発生単独災害復旧費２６０万円の減額につきましては、いずれ

も事業費の確定に伴う減額更正でございます。 

続きまして、６ページに戻りまして、第２表、繰越明許費補正でございます。ま
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ず上段の繰越明許費補正の追加でございますが、第６款農林水産業費第１項農業費

の園芸用ハウス整備事業費１，１８６万５，０００円は園芸用レンタルハウス整備

の１棟が年度内に事業が完了しないことから、繰り越ししようとするものでござい

ます。 

また、その下の第３項水産業費の水産業振興費２６０万円につきましては、須崎

町漁業協同組合の元組合長を原告とする損害賠償請求事件の弁護士委託料でござい

まして、今なお裁判が続いていることから繰り越ししようとするものでございます。 

それから、下段の繰越明許費補正の変更でございますが、第６款農林水産業費第

１項農業費、地域農業水利施設保全型事業費は２万３，０００円を追加して３，１

６６万３，０００円に、第３項水産業費、水産物供給基盤機能保全事業費は１２０

万９，０００円を追加して４，８７３万４，０００円に、安和漁港海岸高潮対策事

業費は２０２万９，０００円を追加して１億２，２０２万９，０００円にそれぞれ

補正しようとするものでございます。 

説明は以上でございます。 

〇吉野委員長＝住宅・建築課長。 

〇山岡住宅・建築課長＝おはようございます。 

それでは住宅・建築課分について御説明いたします。 

市議案第５０号別冊補正予算書の２０ページをお願いいたします。第２款総務費

第１項総務管理費第６目企画費の９番目になりますが、住宅リフォーム補助金交付

事業費更正減の２，５２１万２，０００円につきましては、補助金交付実績による

更正減でございます。 

次に２８ページをお願いいたします。第８款土木費第１項土木管理費第１目土木

総務費、土砂災害特別警戒区域内住宅建替等支援事業費更正減の３５９万６，００

０円につきましては、実績に基づく更正減でございます。 

次に第２項道路橋りょう費第３目道路新設改良費、狭あい道路整備等促進事業費

更正減の２００万円につきましては、狭あい道路整備を行う物件がなかったことか

ら、全額不用となっております。 

次に、第６項住宅費第１目住宅管理費、公営住宅外壁改修事業費更正減９４５万

円につきましては、泉町南永田市営住宅Ｄ棟の外壁等改修工事の完了実績による更

正減でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝建設課長。 

〇中川建設課長＝それでは、建設課所管分について御説明を申し上げます。 

別冊補正予算書２８ページの歳出でございます。第８款土木費第１項土木管理費

第１目土木総務費でございます。右側説明欄、高台整備事業費更正減３１０万円に

つきましては、高台移転に関する住民意向調査委託料などの減額によるものです。 
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次に第２項道路橋りょう費第２目道路維持費２３９万円の減額につきましては、

実績に伴う役務費と工事請負費の減額更正でございます。 

次に第３目道路新設改良費４，５２９万７，０００円の減額補正でございますが、

市単道路整備事業費更正減４，０３９万７，０００円につきましては、実施した依

包橋ほか２橋の塗替塗装工事が当初の想定より安価に実施できたことなどによる減

額でございます。 

次の県工事負担金（県道等）から道路メンテナンス事業費までの減額更正につき

ましても、実績見込みによる減額でございます。 

次に３２ページまでページを送っていただきまして、第１１款災害復旧費第２項

公共土木施設災害復旧費第１目現年発生補助災害復旧費２，８８７万６，０００円

の減額補正につきましては、実績見込みによる減額補正でございます。 

次に３３ページの第２目現年発生単独災害復旧費４３０万円の減額補正につき

ましても、実績見込みに伴う減額でございます。 

次に６ページに戻っていただきまして、第２表、繰越明許費補正の追加でござい

ます。第８款土木費第１項土木管理費、高台整備事業費７７万円の追加でございま

すが、高台整備事業に係る委託料を繰り越すものでございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

西村さん。 

〇西村委員＝先に失礼します。２５ページ環境未来課長、脱炭素先行地域づくり事業

費の３億３，９５０万円の減額分についてお伺いいたします。 

説明では、この高知ニューエナジーが年度内に実施できなかった分で減額になっ

たというような説明だったと思いますが、すごく心配しているのは、もう２年ぐら

い前から東川内で例えばソーラーをつけるとか、そういうようなことも伺っており

ましたが、何らなんか進んでないように思っております。本当にこの事業自体が大

丈夫なのかな、補助金返還等にならないのかなと心配しておりますが、現在の状況

等お聞かせ願いたいと思います。 

〇吉野委員長＝環境未来課長。 

〇宮本環境未来課長＝事業の進捗がちょっと遅れていることについて御心配をおかけ

していると思います。今回の減額の中身ですが、事業が、これができなかったので、

この金額がというものではないので、若干そこの御説明させていただきます。 

まず、令和７年度中に実施できなかった事業につきまして、今回遅れて令和８年

度に実施する事業として予定しておりますけれども、その場合に国の交付金でいえ

ば、今回令和８年度で予定している分は、令和８年度の交付金の財源と令和７年度

の繰り越しの財源ということになります。今回ここで減額となるのは、令和７年度

中に実施するとしていて、できなかった事業の中に、財源で令和６年度の繰越財源
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を充てているものがございました。その財源については、事業は令和８年度やりま

すけれども、財源はもう令和８年度に繰り越せないということになりますので、そ

の分が減額となったという部分がまず大きなものがございます。ただ、事業につい

ては令和８年度に実施予定としておりますので、そこについては計画変更という形

で国のほうに依頼を申し上げております。 

それと、あとは農業ハウスのほうが、予定で大きな金額を計上しておりましたけ

れども、計画当初に須崎市の中で区域を設定して、計画区ここが対象ということで

やらさせていただきましたけれども、なかなかそのちょっと私どものほうで精査が

十分甘かったという部分もございまして、地域の実情をもう少し考慮できたらよか

ったのかなということがございまして、現在令和７年度で実施は５件となっており

ますけれども、ここについては農業ハウスがもっとたくさんある地域について、計

画区の見直しができないかということを、令和７年度より国に御相談申し上げてい

るところで、前向きにちょっと検討いただけているような感じですので、また御報

告をしたいと思います。 

それと、さっき議員もおっしゃいました戸建住宅の太陽光発電システムですが、

こちらのほう、なかなか何度も説明会はさせていただきましたけれども、実際手を

挙げていただける方が少なかった。これは令和７年度に８件実施することができて

おります。実施数はかなり少ない状況でございますが、こちらは補助率でいえばか

なり有利なものとなっております。私ども説明も不十分な部分もございますが、設

置者、今回８件設置していただいた方の状況を見て、近隣の方から、また希望者も

募っていきたいとは考えておりますが、それを見てということで、近所の方で、こ

の４月以降で１０件程度の御相談をいただいておりますので、やはり設置すれば

徐々に金額も有利ということで、増えていくのかなということで、今頑張っており

ますので、非常に御心配をおかけしている部分がございますが、今の状態はそうし

た状況でございますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

〇吉野委員長＝西村さん。 

〇西村委員＝もうこれ以上お聞きいたしません。 

もう１点、６ページ、水産業振興費２６０万円について、農林水産課長にお伺い

をいたします。これは名誉毀損で市を訴えられている分との解釈をしておりますが、

その後取り下げたいとか、自主調のお金を返還したいとか、そんな話があったよう

にもお聞きしました。その辺の対応、どういうふうにされておりますか。あわせて

お願いします。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝まず、自主調の横領の事件につきまして、これは刑事事件でご

ざいますので、今回の民事訴訟とは別の件になります。 

それとあわせて、名誉毀損につきましては、先ほどの議員御案内とおり、令和７
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年の３月議会で須崎町漁業協同組合の元組合長が、不当、不誠実な行為をしたとい

うことを議場で申し上げたことが名誉毀損であるということで、この度須崎市を相

手とって裁判が起こっている状況でございます。今裁判続いてるということで、現

状で詳細はお答えしかねるところなんですけど、状況としましては、不当、不誠実

と私が発言したことに対するその事実の認否について、今裁判で争っているという

ふうな状況でございます。 

〇吉野委員長＝西村さん。 

〇西村委員＝その状況は分かりましたけど、取り下げたいとか、そういう話はなかっ

たんですか。そこをお聞きしております。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝刑事事件の話ですか。 

〇吉野委員長＝西村さん。 

〇西村委員＝刑事じゃないです、民事の話で。刑事はその他事項やないと質問できん

でしょう、予算と違いますので。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝今回の民事訴訟については、取り下げといったものは今出てお

りません。 

〇吉野委員長＝西村さん。 

〇西村委員＝弁護士からも相談はなかったというようなことですね、間違いないです

ね。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝この民事訴訟については、弁護士のほうからそういった話も受

けておりません。 

〇吉野委員長＝宮田さん。 

〇宮田委員＝農林水産課長にお伺いいたします。 

２６ページの第６款農林水産業費で県工事負担金（水利施設整備事業）更正減で

すけども、交付額が少なかって縮小されたということですが、どういうふうな縮小

をされたんでしょうか、お伺いいたします。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝お答えします。 

県工事負担金ということで、実際工事をされるのが高知県になってくるので、ち

ょっと具体的にその工事の中のどの部分を縮小したっていうのは、中身は私のほう

も今現時点承知してないんですけども、これ池ノ内の第２排水機場に係る部分でご

ざいまして、複数年度の事業でございまして、施設全体で事業計画としましては、

令和５年から令和９年までの事業となっております。今年の実績が１，０３２万６，

０００円で、なおかつ１，６５０万円は減額はするんですけども、それを減して、
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なおかつ１，０６７万４，０００円につきましては、次年度への繰り越しするとい

うふうなことになっております。県のほうに聞きますと、当初予算は事業ベースと

して３，７５０万円で聞いてたんですけど、県からの話によりますと国から下りて

きた補助額が要望額に比べて少なかったということでの縮小でございまして、具体

的にどの部分をどのようにその縮小したかっていうのは、ちょっと承知はしており

ません。 

〇吉野委員長＝宮田さん。 

〇宮田委員＝農林水産課長に再びお伺いいたしますが、２７ページの安和漁港海岸高

潮対策事業費更正減、これも県からの件ということでお伺いいたしましたが、これ

も事業には影響は関わってくるんでしょうか。縮小して行わないといけないとか、

そういうことはないんでしょうか、お伺いいたします。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝お答えします。 

これにつきましても先ほど答弁しましたように、補助金がこちらの要望額に対し

て少なかったということで、いただいた補助金に見合った事業を実施したというこ

とでは縮小にはなったわけですが、この事業につきましても、令和元年度から令和

１０年までの１０年計画で総事業費７億円ということで計画しておりまして、今年

度分は事業を縮小はしたんですけど、今のところ、今先ほど申しました令和１０年

度までには完成する見込みでございます。 

〇吉野委員長＝髙橋（立）さん。 

〇髙橋（立）委員＝２５ページの健康推進課長になると思うのですが、モバイルクリ

ニック推進事業費の更正減は事業の内容の見直しということだったと思います。高

齢者対策も含めて非常に有効な事業じゃないかというふうな感じを持っていて、一

般質問をさせてもらった経緯もございましたが、どのような内容の変更というか、

であったのか、お教えいただきたいと思います。 

〇吉野委員長＝健康推進課長。 

〇國廣健康推進課長＝令和７年度の当初予算を組むにあたり、見積もりを令和６年の

１０月頃に取っちゅうがです。まだ始まりの関係で、患者の人数の目標、もしくは

参画される病院の数をかなり多めに見積もっちょった関係で、実際令和７年度、見

積もりが多かった分で契約の時にあたって目標値を下げたということで金額が下が

っております。 

〇吉野委員長＝髙橋（立）さん。 

〇髙橋（立）委員＝事業内容と聞いたき、やることの内容かと思って聞かせていただ

いたんですが、件数の見積もり具合より少なかったという減少というお答えですね。

分かりました。 

〇吉野委員長＝ほかにございませんか。 
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宮田さん。 

〇宮田委員＝健康推進課長にお伺いいたします。 

２５ページの乳児用おむつ購入助成事業費ですけども、１００件分が予定してた

件数が半分ぐらいだったということですが、新年度もやはり同じ条件で予算を上げ

られていると思うんですけども、減った分というか、もう数が減ってますので金額

を増やすとか、期間を延長するとかっていう話し合いはなされたんでしょうか、お

伺いいたします。 

〇吉野委員長＝健康推進課長。 

〇國廣健康推進課長＝令和７年度に関しましては、１００人分ということで見込んじ

ょったがです。実績は半分の５０人となったことによって更正減となってます。当

然、令和８年度予算に関しては、令和７年度出生数の減少もあった関係で、見込み

の１００人分を少し人数を減して予算は組んでます。 

〇吉野委員長＝ほかにございませんか。 

  〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

  本件は、原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり承認すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

市議案第５２号 専決処分の承認について 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第５２号専決処分の承認についてを議題といたし

ます。 

執行部の説明を求めます。 

市民課長。 

〇市川市民課長＝議案書３１ページ、市議案第５２号専決処分の承認についてにつき

まして、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をいたしましたので、

同条第３項の規定により御報告を申し上げるとともに、承認をお願いするものでご

ざいます。 

別冊補正予算書の３７ページでございます。歳入歳出予算の総額にそれぞれ４５

４万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億５，７０４万８，

０００円とするものでございます。 

歳出から御説明いたします。補正予算書の４１ページを御覧ください。第２款後
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期高齢者医療広域連合負担金第１項後期高齢者医療広域連合負担金第１目後期高齢

者医療広域連合負担金４５４万２，０００円の増額は、７５歳以上の被保険者数の

増により、後期高齢者医療広域連合負担金の増額となっています。 

続きまして、歳入でございます。４０ページを御覧ください。第１款後期高齢者

医療保険料第１項後期高齢者医療保険料第２目普通徴収保険料４５４万２，０００

円を計上いたしております。７５歳以上の被保険者数の増により、後期高齢者医療

保険料の増額となっております。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

   〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり承認すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

市議案第５３号 専決処分の承認について 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第５３号専決処分の承認についてを議題といたし

ます。 

  執行部の説明を求めます。 

住宅・建築課長。 

〇山岡住宅・建築課長＝議案書３２ページ、市議案第５３号令和８年度須崎市住宅新

築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）の専決処分の承認についてにつきま

して、御説明を申し上げます。 

本議案は、須崎市住宅新築資金等貸付事業特別会計の令和７年度決算におきまし

て、住宅新築資金等貸付金に係る元利償還金に未納が生じ、歳入不足となっており

ます。そのため、地方自治法施行令第１６６条の２の規定に基づき、歳入不足分を

翌年度から繰上充用するため、令和８年度須崎市住宅新築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号）でその必要額を計上し、地方自治法第１７９条第１項の規定に

基づき専決処分させていただきましたので、同条第３項の規定により御報告を申し

上げ、御承認をお願いするものでございます。 

それでは、別冊補正予算書により御説明いたします。１ページでございます。今
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回の補正は、歳入歳出それぞれ１億１，６０４万４，０００円を追加し、予算総額

を歳入歳出それぞれ１億３，１０２万９，０００円とするものであります。 

それでは２ページをお開きください。第１表歳入歳出予算補正、歳出の第３款前

年度繰上充用金第１項前年度繰上充用金としまして、１億１，６０４万４，０００

円を増額し、同じく歳入第２款諸収入第１項貸付金元利収入としまして、１億１，

６０４万４，０００円を増額するものであります。 

以上よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

   〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり承認すべきもの

と決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

市議案第５４号 令和８年度須崎市一般会計補正予算（第１号）について《分

割》 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第５４号令和８年度須崎市一般会計補正予算（第

１号）についてのうち、当委員会付託分を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

福祉事務所長。 

〇森光福祉事務所長＝市議案第５４号、令和８年度須崎市一般会計補正予算（第１号）

についてのうち、福祉事務所所管分につきまして御説明いたします。 

別冊補正予算書は９ページ、１０ページを御覧ください。第３款民生費第１項社

会福祉費第２目障害者福祉費７４万６，０００円の補正につきましては、令和８年

度障害福祉サービス等報酬改定に伴う障害者自立支援給付審査支払等システムの改

修に係る委託料でございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝長寿介護課長。 

〇大﨑長寿介護課長＝続きまして、長寿介護課所管分について御説明いたします。 

別冊補正予算書１０ページでございます。第３款民生費第１項社会福祉費第８目

介護保険推進事業費の１２１万円につきましては、事務費繰出金の更正に伴い、介
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護保険特別会計への事務費繰入金を増額更正するものでございます。 

以上よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝それでは農林水産課分について御説明いたします。 

別冊補正予算書の１０ページでございます。第６款農林水産業費第１項農業費第

３目農業振興費は２，９５７万４，０００円の補正でございます。その内訳につき

ましては、説明欄のとおりでございますが、まず園芸用ハウス等リノベーション事

業費８３７万４，０００円は、ハウス本体の補強や被覆資材の高度化、ハウス内設

備の高度化に必要な資材等の導入への補助でございまして、今回の補正で１１件分

を追加し、合計で２６件分を補助しようとするものでございます。次のこうち強く

しなやかな水田農業づくり支援事業費１５７万３，０００円につきましては、昨日

の一般質問でも答弁申し上げたとおりですが、持続可能な水田農業の確立に向けた

取り組みを支援する事業であり、市内の米農家が導入する乾燥機への補助でござい

ます。 

それから地域営農推進基金積立金５４０万円につきましては、本年３月議会で議

決をいただきました須崎市地域営農推進基金条例に基づきまして、高知県から交付

される交付金５４０万円を、昨年度に実施した地域営農支援事業の財源である市債

の償還に充てるために、一旦基金へ積み立てるものでございまして、その下の共同

利用設備導入支援事業費１，４２２万７，０００円は、ＪＡ土佐くろしおが導入す

るシシトウ包装設備への補助でございます。 

次に第４目農地費につきましては、法印山トンネル工事に係る設計業務委託の財

源更正でございます。 

続いて第２項林業費でございますが、第１目林業総務費４５万円につきましては、

森林環境整備事業費で須崎地区森林組合への委託事業でございますが、当該事業に

係る労務単価が４月１日付で増額になったことに伴う補正でございます。 

次に第３項水産業費、１１ページに移りまして、第２目水産業振興費は４７万２，

０００円の補正でございますが、現在２名が研修を受けておりまして、新たに２名

の追加が予定されることから、その不足分を計上するものでございます。 

以上でございます。 

〇吉野委員長＝建設課長。 

〇中川建設課長＝それでは建設課所管分につきまして御説明いたします。 

別冊補正予算書１１ページをお開きください。第８款土木費第２項道路橋りょう

費第３目道路新設改良費２億５，６８０万円の補正につきましては、須崎総合高校

新設道路建設事業費でございます。これは令和６年度から実施している工事の最終

にあたる第３期目の工事費を中心とした事業費でございます。 

御案内のとおり、本来当初予算に計上すべきところが、財源となる地方債の配分
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に不足が生じる恐れがあったため、計上を見送っておりましたが、財源に関して高

知県との合意形成が得られたため、補正計上いたしたものでございます。 

以上よろしくお願いします。 

〇吉野委員長＝説明は終わりましたが、この際、１０分間休憩いたします。 

 

午前１１時００分 休憩 

午前１１時１０分 再開 

 

〇吉野委員長＝休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  これより質疑に入ります。 

宮田さん。 

〇宮田委員＝農林水産課長にお伺いいたします。 

１０ページの共同利用設備導入支援事業費についてですが、シシトウの包装設備

をするということでした。今、シシトウはＪＡ土佐くろしおの場合は農家が収穫し

たものを詰めてもらってる方がおいでます。なかなか大変な、大変なというか根気

のいる作業でして、なかなかなり手がないとかいうことも聞いております。そのた

めのものだとは思うんですけども、もしこれが導入されることによって、その雇用

されている方が仕事がなくなるとか、そういった心配はないのでしょうか。お伺い

いたします。 

〇吉野委員長＝農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝お答えします。 

まず、ＪＡ土佐くろしおにお話をお伺いすると、今大変人手不足であるというこ

とでございまして、この機械を導入することによって、人員が余剰になるといった

ことはございません。また、この機械を導入することによって、非常に作業効率が

上がるということで、今回補助を導入しようとするものでございます。 

〇吉野委員長＝ほかに。 

   〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

市議案第５５号 令和８年度須崎市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ
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いて 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第５５号令和８年度須崎市介護保険特別会計補正

予算（第１号）についてを議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

長寿介護課長。 

〇大﨑長寿介護課長＝市議案第５５号、令和８年度須崎市介護保険特別会計補正予算

（第１号）についてにつきまして御説明いたします。 

議案書３４ページ、別冊補正予算書１５ページからとなります。今回の補正は、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２１万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２６億３，３０５万１，０００円としようとするものです。 

それでは、補正予算書１９ページの歳出より御説明いたします。第１款総務費第

１項総務管理費第１目一般管理費１２１万円の増額更正は、負担限度額認定証の様

式見直しに伴うシステム改修費でございます。 

続きまして、これに充当いたします財源としまして、１８ページ歳入を御覧下さ

い。第７款繰入金第１項一般会計繰入金第５目その他一般会計繰入金に事務費繰入

金として１２１万円の増額補正を計上するものでございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

   〔「進行」「ありません」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

 

  市議案第５６号 令和８年度須崎市水道事業会計補正予算（第１号）について 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第５６号令和８年度須崎市水道事業会計補正予算

（第１号）についてを議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

上下水道課長。 

〇大野上下水道課長＝おはようございます。 
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市議案第５６号令和８年度須崎市水道事業会計補正予算（第１号）についてにつ

きまして御説明いたします。 

議案書３５ページ、別冊須崎市水道事業会計補正予算書１ページを御覧ください。

第２条、資本的収入及び支出の補正でございますが、給水車および応急給水資機材

の倉庫建築等に伴いまして、収入の部第１款資本的収入第２項企業債を２２０万円

増額し、２億４，４７０万円に、また第３項負担金を２，０００万円増額し、２，

５５０万円に、第１款資本的収入総額を２億９，２７０万円とするものでございま

す。また、支出の部につきましては、第１款資本的支出第１項建設改良費を２，０

００万円増額し、３億２，１００万円とし、第１款資本的支出総額を５億９２万１，

０００円といたしております。 

なお、これに伴い、予算第４条本文括弧書につきまして、資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額２億８２２万１，０００円は、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額２，８５９万７，０００円、減債積立金取崩し額２，５４９

万６，０００円、過年度分損益勘定留保資金１億５，４１２万８，０００円で補て

んするものとする。と改めております。 

次に、第３条では企業債を補正するものでございます。 

予算第５条に定めた上水道企業債の限度額を２２０万円増額し、総額１億７，９

５０万円とするものでございます。 

なお、２ページ以降には補正予算実施計画等を添付しておりますので、御参照く

ださいますようお願いいたします。 

以上よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

   〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ありませんか。ないようですので、採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

市議案第５７号 高幡障害者支援施設組合規約の変更について 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第５７号高幡障害者支援施設組合規約の変更につ

いてを議題といたします。 
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執行部の説明を求めます。 

福祉事務所長。 

〇森光福祉事務所長＝市議案第５７号、高幡障害者支援施設組合規約の変更について

につきまして御説明をいたします。 

議案書３６ページ、３７ページでございます。本議案は、地方自治法第２８６条

第１項の規定に基づき、高幡障害者支援施設組合規約を別紙のとおり変更すること

について、同法第２９０条の規定に基づき、議決を求めるものでございます。 

高幡障害者支援施設組合では、今後の組合の在り方を協議しておりまして、現在

の指定管理者での継続した経営を想定といたしました組合解散に向けた検討が行わ

れております。このことから、組合規約に解散に関する条項を追加するものでござ

います。 

変更の内容につきましては、第１２条を第１６条とし、第１１条の次に第１２条

組合の解散、第１３条解散に伴う財産処分、第１４条解散に伴う任務の承継、第１

５条決算の審査及び認定の４条を加えるものでございます。 

なお、附則といたしまして、この規約は高知県知事の許可のあった日から施行す

ることといたしております。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

   〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

市議案第６２号 字の区域の変更について 

 

〇吉野委員長＝続きまして、市議案第６２号字の区域の変更についてを議題といたし

ます。 

  執行部の説明を求めます。 

農林水産課長。 

〇嶋﨑農林水産課長＝市議案第６２号、字の区域の変更についてにつきまして御説明

いたします。 
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議案書４２ページでございます。本議案は、高知県の事業である県道須崎仁ノ線

の道路改良計画に伴いまして、現在未登記の公有水面の埋立地を整理するために、

須崎市浦ノ内塩間字宮ノ前３５番、３６番地先から同所字藤ケサコ１０番３地先ま

での字である浦ノ内塩間字東ノ谷を３つの字に分けまして、須崎市浦ノ内塩間字宮

ノ前３５番地先から６４９番ロ地先までを浦ノ内塩間字宮ノ前に、同じく須崎市浦

ノ内塩間字東ノ谷２８番地先から１３番２地先までを浦ノ内塩間字東ノ谷に、そし

て須崎市浦ノ内塩間字藤ケサコ１２番地先から１０番３地先までを浦ノ内塩間字藤

ケサコに変更しようとするものでございます。 

なお、添付資料といたしまして、別冊の位置図を御参照願います。 

以上よろしくお願いいたします。 

〇吉野委員長＝説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

   〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝ないようですので、採決いたします。 

  本案は、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

――――――――――――――――――――――――― 

その他 

〇吉野委員長＝以上で当委員会の審議すべき議案は終了いたしましたが、ほかに何か

ございませんか。 

   〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

〇吉野委員長＝なければ、以上で産業厚生委員会を散会いたします。 

 

＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～＊ 

○午前１１時２１分 散会 


